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14：00～15:30 大田原市役所102会議室 

出席者：小林雅彦会長、屋代紀明委員、吉岡博美副会長、植竹雅弘委員、佐藤宏委員、古谷忠委員、 

筒井雅治委員、小林朋子委員、伊藤都委員、岡本允久委員、屋代ゆき子委員、 

車田宏之委員、富塚保委員、北原裕子委員 

欠席者：玉木茂委員、堀内直美委員 

 

開会 

事務局  只今より「第３回大田原市総合計画審議会」を開催いたします。 

 資料の確認、並びに出席者数、会議成立の報告を行った。 

 それでは次第２「議題」に入らせていただきます。ここからの進行は、審議会の会長

であります小林会長にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

会長あいさつ 

会長  それでは以降、進行を務めさせていただきます。 

 皆さま、お忙しいところご出席ありがとうございます。この総合計画審議会は第 3回

になります。7 月に第 2 回を行い、そこで後期基本計画の骨子案が出され、皆さん

からご意見等をいただきました。本日は第3回目ということになり、この間、パブリッ

クコメント等を実施しておりますのでその報告や、そのことも踏まえての基本計画案

という議題を事務局から後ほどご説明いただきますので、皆さんから忌憚のないご

意見をいただきながら、協議を進めたいと思います。 

 なお、本日は、この審議会としては最後の審議の場となりまして、後日、この基本計

画に関する答申を提出することになっておりますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず次第の 2 議題「(1) 後期基本計画に関するパブリックコメントの実施

結果について」と、そのことも踏まえて「(2) 後期基本計画案」について、一連のもの

ですので、この(1)と(2)につきまして、事務局から説明お願いしたいと思います。説

明は着座のままで結構です。よろしくお願いします。 

議題(1) 後期基本計画（案）に関するパブリックコメントの実施結果について 

議題(2) 後期基本計画（案）について 

事務局  議題(1) 後期基本計画（案）に関するパブリックコメントの実施結果について説明を

行った。 

 議題(2) 後期基本計画（案）について説明を行った。 

会長  それでは、質疑に移りますが、(1)と(2)を合わせていいと思います。一つは、具体的

にパブリックコメントがあったので、それに対する回答についての皆さんのまたご意

見なり、ご提案なりという部分と、それから、総合計画、基本的にはこれまでの議論

を踏まえて作られておりますので、大枠をこの場で云々ということではありません

が、皆さんそれぞれ、ある程度ご自分の関心の分野であるとか、お目通しいただい

ているかと思いますので、そのあたり中心でお願いします。あるいは、もちろんご自

身の専門の分野でなくても構わないですけれども、ご意見なり、ご質問なりをまとめ

て受けたいと思いますがいかがでしょうか。 

 私からちょっと単純なことを聞きたいのですが、このレイアウトの話ですが、ページ

の上に SDGs の、例えば 3 番と何番と何番とあります。これは、こういう意味でここ

に載せているという説明はどこかに入っているのでしょうか。 

事務局  今は載っておりませんが、SDGs の解説についてのページを作成しており、最終的

には載せる予定です。 

会長  35 ページにありますね、これをもう少し分かりやすいように、最初のほうなどに書い

てもらったほうがいいですね。 
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 パブリックコメントは随分細かく見ていただいたと思います。本当は 22 件がバラバ

ラで色々な人から来て 22 件だとうれしいですね。もちろん 1 人で 22 件が悪いわけ

ではないのですが。 

 いかがでしょうか。あるいは、何ページのどこということでなくても、こういった項目

は最終的にどのようになっていますか、そういう聞き方でも構いません。 

委員  パブリックコメントというのは、一般の人から意見を集めるということだと思うのです

が、この 22 件というのは、この 1 名の人が 30 から 40 出したうちの 22 件をここに

載せたのか、出したものを全部 22 件載せたのか、パブリックコメントの扱い方はど

のようになるのですか。 

会長  事務局より回答をお願いします。 

事務局  今回は1名の方から22件のご意見をいただきまして、そのご意見の全てに回答す

る形で資料を作っております。 

会長  よろしいですか。 

委員  その内容によって、これは切り捨てと、こういう判断はしないで、貴重な意見が来れ

ば、全部載せて検討するという方向ですね。 

会長  そうですね。個人に対する誹謗中傷とか、全く裏付けのない主張とか、ご自身の宣

伝などはもちろん省きますけれども、基本的に、原案に対する意見である限りは取

り上げるというのが大前提になります。ただ、そのときに、取り上げるという意味

は、それを反映しますというものもあれば、これは方針が違いますので、言ってみ

れば却下のような、その扱いは色々あって良いのですが、基本的に、都合が良い

ことだけ取り上げるということはパブリックコメントではなくなるので、それは絶対に

ないと思います。 

委員  ありがとうございます。 

委員  すいません、よろしいですか。 

会長  どうぞ。 

委員  パブリックコメントの中にもあるのですが、19 番のよいちメールの目標というのが、

最終的には 10 ページに、現況の数値が 9,966 人、目標としては 15,000 人を 2026

年で目標にしましょうという数字があります。様々なプランニング、この総合計画の

中には必ず数字がその中に入っていて、それを目標とするという形になっているの

ですが、このよいちメールの登録者数というところに限って、教えてください。 

 この 9,966 人というのが多いか少ないかというその評価は、どのように見たらよろし

いのでしょうか。やっぱり少ないのでもう少し伸ばすということなのか。今の状況の

中ではこれは十分な登録になっていると判断するのか、そこの点が分かりかねた

ので、教えてもらえるとありがたいと思います。 

会長  事務局からお願いします。 

事務局  よいちメールの登録者数は、市内の人に限っておりません。したがって、約 72,000

人の市民に対してという数字ではありません。当初よいちメールが始まったときに、

2,000 名程度の登録者数が何年か続きましたが、災害が起きてかなり増えました。

また、新型コロナウイルスの感染症の拡大に伴いまして、一層登録者数が増え、現

状では13,000人まで登録者数が増えています。ただし、これも一度登録した方がず

っと登録をし続けるわけではなくて、やめる方も相当数いらっしゃいますので、直近

の 13,000人の数字が、右肩上がりに増えるということでもありません。 

 もう一つ、よいちメールの登録者数の年齢構成を見ますと、子どもさんをお持ちの

方が多いということがあります。それよりももう少し若い年代の方ですと、よいちメー

ルではなくて、別な手法の Twitter ですとか、LINE といった形で情報を取る方もたく
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さん増えてきておりますので、現状よりは 10 パーセント程度上がるということで目

標に設定しております。以上です。 

会長  回答になりましたか。 

委員  はい。 

会長  今のようなご質問とか確認等でも結構です。いかがでしょう。 

委員  前回、前々回と、一通り説明いただきまして、一応、自分の専門的なことに関しては

お尋ねして、回答をいただいておりますので、細かいことはもう皆さん確認済みとい

うような形でよろしいのではないでしょうか。 

会長  わかりました。 

 他に何かありましたら。どうぞ。 

委員  例えば 49 ページの、施策の目標の所で、例えば中心市街地における歩行者・二輪

車の通行量があるのですが、ここの数字の単位は「人」、「1 日あたり」などなのか。

単位を明確にしたほうが、市民の皆さまに分かりやすいと思います。 

 実はこのページだけではなくて、他にもたくさんありまして、例えば 53 ページの、市

営バスの利用者数が、28万人とか、46万人というのが、これが年間なのか、5年間

の目標なのか、といったところがあります。 

会長  ありがとうございます。おっしゃるとおり、そこは事務局で対応していただいて修正

をお願いします。 

事務局  分かりました。修正、説明等、分かるようにしたいと思います。 

会長  他、いかがでしょうか。どうぞ。 

委員  例えば 52 ページの、路線バスの利用者数という左のグラフがありますが、令和 2

年の所が非常にへこんでいます。あるいは 38 ページのグラフで、やはり令和 2 年

の所が、これもグラフがやはりへこんでいるでしょうか。 

 これらがなぜそうなのかというところで、コロナの影響でこのようになっているので

あれば、そこは吹き出しか何かで注釈を付けておいたほうが、後々、ここにはそう

いう社会的な事情があったと分かるのではないかと思いました。 

 もしかすると、38ページの棒グラフが低いのは、コロナではないかもしれません。そ

の辺もありまして、明らかにこれはコロナで利用率が減ったとか、バスであれば利

用率が減ったとか、先ほどのよいちメールであれば登録者数が増えたとか、それ

が分かるような記載があると良いのではないでしょうか。 

事務局  まず 38 ページのクリーンエネルギーは、これ、圃場整備したところも一部影響して

います。その辺のことと、52 ページの市営バス、こちらはもう明らかにコロナの影響

ですので、その辺について分かるように表記させていただきます。 

会長  ありがとうございます。はっきりとそれ以外に要因が全く考えられないものは、ある

程度書いていいと思います。言われたように、他の要素があるから減っている可能

性もあるとしたら、そこは「要素として二つ考えられます」などという書き方をすれば

良いのではないでしょうか。 

事務局  分かりました。 

会長  ありがとうございます。大変重要なことかと思います。確かに数字を後々見たときに

分かるというのは大きいと思います。 

 他、どうでしょうか。 

事務局  事実関係で開館日数が少なかったとか、そういうことが明らかなものは、修正した

いと思います。 

会長  これは細かい話ですが、これはちょっと必要ないかと思いますが、年か、年度なの

か、役所の統計の取り方が、基本は1月から 12月なのか、4月からなのか。 
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事務局  両方あります。 

会長  両方ありますね。そうですよね。その都度書き分けるのは大変でしょうけど。 

事務局  そうですね。その期間、年であるとか、1 月から 12 月なのか、4 月から 3 月までな

のかは統計調査のやり方、数字の取り方によって違います。年度と年を記載し分け

ないと正確な情報にならないので、申し訳ないと思います。 

会長  逆に言うと、それ書き始めたら全部やらないといけないから、そこは仕方ないです

ね。傾向を見るのにはあまり影響しないですからね。 

 他、どうでしょうか。 

 無いようであれば、次の議題の、後期基本計画に係る答申について、資料 3 の所

を説明いただきたいと思います。 

 ではまず、議題(2)の「後期基本計画（案）について」ですが、後期基本計画（案）の

内容につきまして、もちろん今出た部分の微調整や、文字修正は当然ありますけれ

ども、基本として、この大田原市総合計画後期基本計画を、この場ではご了承いた

だいたということで進めてよろしいでしょうか。 

 皆さんのご了解をいただけるということで異議ございませんでしょうか。 

一同  異議なし。 

会長  では、あとは当然直さなければいけないところはお願いしたいと思います。 

 それではそのことを踏まえて、答申につきましてよろしくお願いします。 

議題(3) 後期基本計画（案）に係る答申について 

事務局  後期基本計画（案）に係る答申について説明を行った。 

会長  ということで、答申書を提出することにしておりますが、よろしいでしょうか。 

一同  異議なし。 

会長  皆さま、ありがとうございました。 

 審議会としては今回で終わるわけですけれども、ぜひいろんなご提言とかご提案

は、いつでもまた市にお話をいただければありがたいと思っております。 

 その他、皆さんからさらにご発言あればお受けしたいと思いますが、いかがでしょう

か。よろしいですか。 

 それでは、答申についてはご確認をいただきましたので、以降の日程で答申書を

提出するということで進めたいと思います。皆さんから何もなければ議事をこれで

終了するということで、事務局にお返ししたいと思います。 

その他 

事務局  小林会長、ありがとうございました。委員の皆さま、様々なご意見等、改めましてお

礼申し上げたいと思います。 

 次に次第の3のその他に移ります。事務局からは連絡事項はございません。 

 それでは、以上をもちまして、第 3 回大田原市総合計画審議会を閉会とさせていた

だきます。委員の皆さま、大変ありがとうございました。 

閉会 

 


